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答えの無い問いを探していく。そんな時代だから目指す方位
を指し示すものが必要だ。そのようなものに私はなりたい。

児童生徒の結果を分析することで、
〇児童生徒は、学んだことを適切に活用できているか理解し、今後の
学習への見通しをもつための資料として活用できます。
〇先生方は、自らの指導方法について振り返り、授業改善につなげる
資料として活用できます。
これらによって、児童生徒の学習意欲と教員の指導力の向上が効果
として期待されています。フィードバックのモデル例を掲載しました。

「ちばっ子学びの未来デザインシート」を実施することでどのよう
な効果が期待できるのですか？
また、フィードバックは、どのように行われるのですか？

 令和４年度 ちばっ子学びの未来デザインシート
 学年別集計結果 【○○市立○○小学校 ３年（実施人数：○○○名）】 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

64 49 2 7 7 0 64 129

49.6 38.0 1.6 5.4 5.4 0.0 49.6 100.0

22 103 1 0 2 1 0 22 129

17.1 79.8 0.8 0.0 1.6 0.8 0.0 17.1 100.0

19 101 4 0 5 0 0 19 129

14.7 78.3 3.1 0.0 3.9 0.0 0.0 14.7 100.0

36 29 43 11 10 36 129

27.9 22.5 33.3 8.5 7.8 27.9 100.0

38 49 28 4 10 38 129

29.5 38.0 21.7 3.1 7.8 29.5 100.0

92 13 9 15 0 92 129

71.3 10.1 7.0 11.6 0.0 71.3 100.0

12 41 21 0 38 17 53 129

9.3 31.8 16.3 0.0 29.5 13.2 41.1 100.0

実践モデル別のフィードバック：各実践モデルに該当する問題の正答率に応じたコメント

正答数集計値  正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） 実践モデルレーダーチャート 文字入力数の平均値（文字）  文字入力数の平均値（横軸：文字入力課題番号、縦軸：入力文字数）

人数(人) 割合(%) 課題

７問 3 2.3 ①

６問 6 4.7 ②

５問 7 5.4 ③

４問 13 10.1 ④

３問 31 24.0 ⑤

２問 34 26.4 ⑥

１問 19 14.7

０問 16 12.4

計 129 100.0

4.0 3.7

3.0 2.9

5.3 4.3

4.1 4.0

3.1 3.0

2.1 2.4

【３ 広げ深める】

貴学年は、「広げ深める場面」が大変よくできています。日頃から活動を広げ深める時
には、課題解決に向け多様な視点で取り組ませる中でよりよい方法を話し合う場面を設
定していることでしょう。これからも根拠を持って話し合いながら、広げ深める場面を
工夫しましょう。

【４ まとめあげる】
貴学年は、「まとめあげる場面」に課題が見られます。学習したことをまとめる時には、学んだ
ことを自ら振り返らせ、身に付けた資質・能力を次の学習にいかすことを大切にしてください。
また、身に付けたことをどう活用するかを共有する場面を工夫することが重要です。

貴校 千葉県

【１ 見いだす】

貴学年は、「見いだす場面」に課題が見られます。学習の課題を見いだす時には、目的
に合わせて情報をグラフや表に整理したり、どの資料を使うと効果的かを考えさせたり
することを大切にしてください。また探究的な学習となるように課題設定の場面を工夫
することが重要です。

【２ 自分で取り組む】
貴学年は、「自分で取り組む場面」に課題が見られます。課題に取り組ませる時には、目的に対
し、課題をどう捉え工夫したらよいかを思考・判断させる場面を大切にしてください。また、適
宜必要な情報を活用し、自ら取り組ませる場面を工夫することが重要です。

（５）
学んだことを振り返るために、「わくわくランドブッ
ク」の魚つりコーナーのページをまとめる場面

学習を振り返り、活動を円滑に進めるために必要な準備や方法を理解で
き、その必要性を伝えることができるかどうかをみる。

○ ○ ○【４ まとめあげる】

（４）
魚つりをより楽しめるようにするために、リハーサル
を行い情報を整理し道具の改善点を考える場面

活動の途中で試行する機会を設け、相手意識・目的意識を持って活動を
検証することで、改善点に気付き改善できるかどうかをみる。

○ ○ ○【３ 広げ深める】

（３）
②

○ ○

【２ 自分で取り組む】

（３）
①

○ ○
魚つりコーナーの活動を円滑に進めるために必要な仕
事を条件に合わせて考え、整理する場面

課題解決の見通しをもち、活動を円滑に進めるために必要な仕事を条件
に合わせて考え、整理することができるかをみる。

（２）
②

○ ○ ○

おもちゃの内容を決めるにあたり、動画を参考にし
て、おもちゃの動力と必要な材料や道具を考える場面

活動内容決定のため、与えられた資料の中から活用できる点を考え、必
要な材料や道具を判断できるかどうかをみる。
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【１ 見いだす】

昨年度の実施学年によるアンケートから課題を考え、
目的に合う活動内容を話し合い、決定する場面

学習の目的に合う活動内容について、複数のデータから必要な情報を読
み取り課題を明確にして、内容を決定できるかどうかをみる。

○ ○

実践モデルプログラム
４つの過程
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実践モデル別のフィードバック：各実践モデルに該当する問題の正答率に応じたコメント

【１ 見いだす】

貴学年は、「見いだす場面」に課題が見られます。学習の課題を見いだす時には、目的
に合わせて情報をグラフや表に整理したり、どの資料を使うと効果的かを考えさせたり
することを大切にしてください。また探究的な学習となるように課題設定の場面を工夫
することが重要です。

教師用の学年別フィードバックでは、「『思考し、表現する力』
を高める実践モデルプログラム」の４つの過程それぞれに該当する
問題の解答状況から、授業改善に向けたアドバイスが掲載されてい
ます。
その他にも、アンケート結果の一覧やタイピング能力を測る文字

入力テストの結果分布などもフィードバックされるので、児童生徒
の実態把握や指導改善に向けた活用ができますね！



児童生徒用のフィード
バックでは、各設問の解
答状況から、現在の学習
状況や今後の学習に対す
る見通しに関するアドバ
イスが書かれているので、
教科の枠を越えて自らの
学習を振り返ることがで
きますね！

〇対象学年：小学校３年生～中学校２年生の６学年
〇問題形式：記述式問題を含む全ての問題をＣＢＴ形式で実施
〇問題数 ：各学年とも８問程度
〇調査時間：小学校４５分・中学校５０分
※タイピング能力を測る文字入力テストを併せて実施しました。
※ガイダンス、操作練習、調査問題に取り組む時間、文字入力
テスト、アンケートを含めた調査時間の合計は８５分程度と
なりました。

※写真は東国分爽風学園市川市立東国分中学校での実施した際の
様子です。（令和５年１月１３日撮影）

〇令和５年度の調査実施時間等は、今年度の実施状況や実施校からのアンケート調査などを
基に現在検討中ですので、変更になる可能性があります。

５月 各市町村教育委員会に調査実施の確認
７月 実施校調査（学級数・児童生徒数等）
９月 実施日調査（小学校…１月希望日、中学校…１２月希望日）

１０月 ネットワーク環境診断の実施
１１月 中学校実施マニュアルの送付
１２月 小学校実施マニュアルの送付

中学校調査実施 ※文字入力テスト、生徒アンケート調査を含む
１月 小学校調査実施 ※文字入力テスト、児童アンケート調査を含む
３月 解答結果の送付（各小中学校、児童生徒等）

児童生徒一人一人の状況
を把握することで、一人
一人のニーズに合った
指導の在り方について、
先生方が見直すきっかけ
にもなりますよ！

児童生徒の学びの振り返りと先生方の授業改善に向けて、「ちばっ子学びの未来デザイン
シート」を御活用ください。


